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１	背景・目的
薪ストーブは停電の際にも利用でき
る上、木質バイオマスを燃料とする、
環境にやさしい器具です。しかし、熱
効率や出力といった性能の評価を行う
ことが困難でした。
そこで、評価環境を構築し、性能を
向上させる機構を組み込んだ高性能な
薪ストーブの開発に取り組みました。

２	内容
◦�従来の鋼板製の薪ストーブに温度セン
サや排ガス分析計を組み込み（図1）、
熱効率や出力の算出方式を確立しまし
た。

◦�燃焼中に発生する熱を利用して排ガス
を再び燃焼させる機構や燃焼用空気を
予熱する機構を組み込むことにより、
熱効率を15%向上させることができ
ました（図2）。

３	活用等
◦�追加した燃焼機構のような、熱を有効
に利用する技術を他の製品に活用する
ことで燃料費削減効果が期待できます。

◦�熱の計測や評価などの技術支援を行っ
ています。

技術が支えるオーダーメイド型薪ストーブ

燃焼中に発生する熱を有効に活用することにより、熱効率を向上させた高性能
な鋼板製の薪ストーブを開発しました。

・�本製品は高度な溶接技術を有する職人が一品一品製作する鋼板製の薪ストーブです。
・�精密な鋼板加工により、お好みのデザインへの変更も可能なオーダーメイド品です。
・�オーブン機能の追加も可能です。
・�製品のご購入は青森市の勝又金属工業株式会社（http://katsumata-kinzoku.jp/）
までお問い合わせください。
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図１ 燃焼試験の様子

図２ 改善前後の熱効率


